
＜記者会見項目予定＞ 

① ＮＨＫ学生ロボコン２０１７ ～ＡＢＵアジア・太平洋ロボコン代表選考会～ 

 に出場しました【ロボコン同好会】（別紙１参照） 

 

② 豊橋技術科学大学への留学を促進するための海外高校生招へい事業 

 「TUT – High School Students Invitation Program 2017」を開催。 

 【国際交流センター センター長 大門 裕之】（別紙２参照） 

 

③ 国際交流事業　国際交流デー「TUT EXPO 2017」を開催
 

世界の文化紹介を通じて留学生と交流します

 

 
【国際交流センター

 
センター長

 
大門

 
裕之】（別紙３参照）

 

 

④ 第 2回 EAJ 中部レクチャー「ミニマルファブリケーションと未来社会」 

 を開催します。 

 【研究推進アドミニストレーションセンター】（別紙４参照） 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 

平成２９年６月２０日 

平成２９年度第３回定例記者会見  

日時：平成２９年６月２０日（火）１１：００～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学事務局３階 大会議室 

 

 ＜本件連絡先＞ 
総務課広報係 河合・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 
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＜別紙１＞ 

 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 
平成２９年６月２０日 

 

６月１１日に大田区総合体育館で開催された「ＮＨＫ学生ロボコン2017～ＡＢＵアジア・太平洋

ロボコン代表選考会～」で、本学ロボコン同好会（チーム名「とよはし☆ロボコンズ」）が出場しま

した。 

 

 

＜試合当日の模様＞ 

今年度のテーマは「The Landing Disc」。フィー

ルド上の7つのスポットに乗っているボールを落

とし、空いたスポットにやわらかいディスクを投

げて乗せることで得点していきます。制限時間3

分以内にスポット全てにディスクを乗せれば

「APPARE!」達成で勝利です。 

予選リーグでは横浜国立大学を相手に見事な

APPARE!を決め、第2位で決勝トーナメントへ進み

ました。 

決勝トーナメントでは東京工業大学と対戦し、ディスクのまとめ投げが成功しリードしたものの

一歩及ばず、先にAPPARE!を達成され、惜しくもベスト8となりました。 

 

定例記者会見にて、今回活躍したロボットを披露いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

 

 

ＮＨＫ学生ロボコン２０１７ 
～ＡＢＵアジア・太平洋ロボコン代表選考会～ 

に出場しました 
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豊橋技術科学大学ロボコン同好会

チーム名：とよはし☆ロボコンズ

NHK学生ロボコン２０１７
～ABUアジア・太平洋ロボコン代表選考会～

大会報告

２０１７年の競技課題は

The Landing Disc
本ルールブックの競技は、日本の伝統遊戯、投扇興からインスピ
レーションを得ています。中核にあるテーマは、ロボコンの原点と
も言える「遊び」。

作るロボットは1台。フィールド上の7つのスポットに乗っている
ボールを落とし、空いたスポットにやわらかいディスクを投げて乗
せることで得点していきます。スポット全てにディスクを乗せれば
「APPARE！」達成で勝利です。試合は赤対青に分かれての対戦
形式。時間は最長3分間です。
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本戦出場校 24校

競技フィールド
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本学のロボット

高宮貴一 壽 直樹 田中絢二郎

電気・電子情報工学課程４年 機械工学課程４年 機械工学課程４年

チームメンバー

大会の様子 予選リーグでは横浜国立大学、早稲田大学を相手に見事な
APPARE!を決め、第2位で決勝トーナメントへ進みました。
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大会の様子

決勝トーナメントでは東京工業大学と対戦し、ディスクのまとめ投げが成功しリード
したものの一歩及ばず、先にAPPARE!を達成され、惜しくもベスト8となりました。

正確にボールを打ち落とす
『ローラ型射出』

豪快にディスクを射出し大量得点できる
『エアシリンダ型射出』

準々決勝の模様（豊技大 VS 東工大）
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大会の結果
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＜別紙２＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２９年６月２０日 

 

本学はスーパーグローバル大学創成支援事業の一環として２０１７年４月に「グロ

ーバルアーキテクト養成コース」を開始しました。本コースの一翼を担う若者の候補

として、マレーシア、ベトナム、モンゴル、インドネシア、タイの各国内トップレベ

ルの８つの高校から、日本の工学系大学への留学に特に関心のある高校生１９名を招

へいし、本学の勉学・研究の内容、留学時の生活、卒業・終了後の進路等に関する情

報の提供に加え、日本の文化・技術・産業を紹介し、日本留学の魅力を伝えます。 

本プログラムは取材可能ですので、希望する内容についてご連絡ください。 

＜研究経緯・研究組織・研究内容・今後の展開＞ 

 

プログラム日程：①平成２９年６月２６日（月）～７月１日（土） 

②平成２９年７月３日（月）～７月８日（土） 

開催地：豊橋技術科学大学及び豊橋市周辺 

概要： 

＜本学での活動＞ 

◆グローバルアーキテクトコースの紹介 

◆各課程（機械、電気･電子、情報･知能、環境･生命、建築･都市システム）の専門の

紹介 

◆研究室での体験実習、特別講義の受講 

◆本学内にある最先端の科学技術研究施設の見学 

◆基礎的な日本語教育（サバイバル日本語） 

◆本学の留学生との意見交換会 

＜学外での活動＞ 

◆トヨタ産業技術記念館の見学 

◆豊橋市内の史跡見学 

◆豊橋市内の高校生との交流 

※詳細スケジュールは別紙を参照ください。 

 

本件に関する連絡先 

担当：国際課 留学生係 福村･梁瀬  TEL:0532-44-6577 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

豊橋技術科学大学への留学を促進するための海外高校生招へい事業 

「TUT – High School Students Invitation Program 2017」を開催 
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＜別紙３＞ 

   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

平成２９年６月２０日 

 

 

＜概要＞ 

本学には在校生の約 10％程度の留学生が在籍しており、国際理解に恵まれた環境と

なっています。そこで、国際交流センターでは、留学生と大学関係者との積極的な国

際交流を目的として、毎年、国際交流デーを実施しております。  

 昨年度に引き続き「TUT EXPO 2017」と題し、本年度もお茶などの飲み物やお

菓子の提供、民族衣装の試着等、自国の文化紹介を通じて、留学生と日本人学生・教

職員及び地域の方々と交流します。 

  

＜詳細＞ 

 

国際交流デー「TUT EXPO 2017」 

 

１．趣旨：異文化の紹介を通じ、本学留学生と日本人学生・教職員及び地域の方々と 

の交流促進を図る。 

２．日時：平成 29 年 6 月 30 日（金）18：15 開始予定 

３．実施場所：図書館テント下ほか 

４．実施内容： 

①留学生出身国の文化紹介 

  お茶等飲み物の提供、お茶菓子等の提供、民族衣装・楽器の展示、観光案内 

②地域の参加団体（国際交流協会）の活動紹介 

５．参加者：本学学生・教職員及び地域の国際交流協会の皆様 

６．主催：国際交流センター 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

担当：国際課留学生係 福村・都築    TEL:0532-44-6546     

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

 
国際交流事業 国際交流デー「TUT EXPO 2017」を開催 

世界の文化紹介を通じて留学生と交流します 
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豊橋技術科学大学 LSI工場

集積回路ラインを有する希有の国内
大学であり、センサ・MEMS，集積回

路製造技術に関して日本トップの実
力を有している

鯉脳波アンプ

東京ビッグサイト
展示場でLSI製造

（独）産業技術総合研究所 ミニマル試作ライン

極小規模でＳｉ半導体製造工場を形成し、
少量の半導体チップを低コストかつ短期間
で製造可能にする技術
クリーンルーム不要

50台

ミニマルファブ@つくば

 

特長的な先進技術や思想を日本工学アカデミー会員のみならず、広く研究者、学生、一般市民の方々にも共有して

いただくために、日本工学アカデミー中部支部は、「ＥＡＪ中部レクチャー」を昨年度３月からスタートしています。 

 

今回は、国立研究開発法人産業技術総合研究所 ナノエレクトロニクス研究部門首席研究員兼ミニマル

システムグループ長の原史朗博士、ならびに国立大学法人豊橋技術科学大学大学院教授・エレクトロニク

ス先端融合研究所所長の澤田和明先生をお招きし、原博士が生み出した革新的な半導体生産プロセスであ

るミニマルファブの思想とそれがもたらす社会的インパクト、加えて，イオンイメージセンサをはじめと

する革新的なセンシングデバイスへのミニマルプロセスの展開についてお話しいただきます。 

演題 

産業が Individual になる 

超小型デバイス生産システム 

ミニマルファブ 

講師  原 史朗氏（工博） 

国立研究開発法人 

産業技術総合研究所ナノエレクト

ロニクス研究部門首席研究員 

（兼）ミニマルシステムグループ長 

演題 

ミニマルファブで作る最先端

センシングデバイス 

講師  澤田和明氏（工博） 

国立大学法人 

豊橋技術科学大学大学院電気電子情

報工学専攻教授（兼）エレクトロニ

クス先端融合研究所所長 

2017年７月４日（火）14:30 ~17:40 

会場 豊橋技術科学大学  

附属図書館マルチプラザ 

 

申込手続 

裏面の参加申込書に必要事項をご記入いただ

き、下記宛 FAX または E-mailでお申込み下

さい。 

締切  ６月２７日（火） 

お申込み・お問い合わせ先 

豊橋技術科学大学研究推進アドミニスト

レーションセンター 

TEL: 0532-44-1561 FAX: 0532-81-5172 

E-mail: office @rac.tut.ac.jp 

入場無料 

どなたでもご参加いただけます。 

（定員６０名） 

キャンパスマップ： https://www.tut.ac.jp/about/docs/campus_map.pdf 

豊橋駅前から大学行きバス時刻表： http://www.toyotetsu.jp/station/82/P2/?bus=on 

主催：公益社団法人日本工学アカデミー中部支部  後援：国立大学法人豊橋技術科学大学 

＜別紙４＞
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プログラム 

時間 項目 内容 

14:30～14:40 挨  拶 日本工学アカデミー中部支部長 林 良嗣（中部大学教授） 

14:40～15:40 

 

 

 

 

 

15:40～16:40 

 

 

 

 

 

講  演 

原 史朗氏 

産業技術総合研究所ナノエレクトロニクス研究部門首席研究

員兼ミニマルシステムグループ長 

演題 産業が Individual になる 

    超小型デバイス生産システム ミニマルファブ 

 

澤田和明氏 

豊橋技術科学大学大学院電気電子情報専攻教授兼エレクトロ

ニクス先端融合研究所長 

 演題 ミニマルファブで作る最先端センシングデバイス 

 

16:50～18:00 懇親会 ＊希望者のみ 

会費：３０００円 

会場：豊橋技術科学大学 ひばりラウンジ 

 

EAJ(日本工学アカデミー)中部レクチャー 参加申し込み     

FAX 0532-81-5172 

       

所属先 

 

     

連絡先 

〒   - 

 

                      電話番号    -    - 

 

E-mail 

 

 

 

 

 

参加者 

氏 名 

（ふりがな） 

 

懇 

親 

会
（ 

有 

料 

）
の 

参 

加 

 

 

参加・不参加 

（ふりがな） 

 

 

参加・不参加 

（ふりがな） 

 

 

参加・不参加 

（ふりがな） 

 

 

参加・不参加 

（ふりがな） 

 

 

参加・不参加 
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